
※開会時間は午前９時３０分

※変更となる場合もあります。

１２月４日（火）　初　日　一般質問

　　５日（水）　２日目　一般質問

　　６日（木）　３日目　一般質問

　　７日（金）　４日目　議案審議

　　１１日（火）　総務委員会

　　１２日（水）　環境建設委員会

　　１３日（木）　福祉文教委員会

　　１９日（水）　最終日　委員長報告・

　　　　　　　　　　　　追加議案審議

１２月定例会予定
請願・陳情はお早めに

　１２月定例会では１１月２６日（月）までに

提出された請願・陳情を審査します。

　なお、請願・陳情の内容などをお尋

ねする場合もありますので、提出され

る方は、早めに議会事務局までご持参

ください。

傍聴席はみなさんを待っています。

お気軽にどうぞ�

先着順（一般３９席・車イス２席・記者５席）
　

問い合わせ：議会事務局へ

�（５５８）１１１１　

議場の雰囲気を目と耳で議場の雰囲気を目と耳で

インターネットで会議録が閲覧できます

　あきる野市役所のホームページに市議会の会議録検索コーナーが設置
されています。平成７年９月以降の本会議、常任委員会、予算特別委員
会、決算特別委員会の会議録が掲載されています。あきる野市役所の
ホームページ（http://www.city.akiruno.tokyo.jp/）から「あきる野市
議会」または「議会会議録」を検索し、ご覧ください。

議会だよりもご覧になれます

　平成１８年５月１日発行の議会だよりから、ホームページでもご覧いた
だけます。会議録と同様に、ホームページの「あきる野市議会」から検
索できますので、是非ご覧ください。



読者から寄せられた意見＆感想あれこれ



　網代は、魚の良く集まる場所で、漁場などを表わす言葉と言われ

ています。網代は、清流秋川の中で、漁場としてたいへん恵まれた

場所であったと見られています。また、中世から近世にかけては、

御前石付近で「鎌倉街道」と「古甲州道」が交わる重要なポイント

でもあったとの記述が「五日市町の古道と地名」にあります。

A
jiro

網 代（あじろ）

　御前石は、馬の足跡のような形をした穴のある石です。「御前」は、古代では
貴人・貴族、中世・近代では大名・高禄者などにも、敬称として用いられた言葉
です。この御前石は、 剛  勇 

ごう ゆう

 廉 
れん

 直 の鎌倉武士と伝えられる
ちょく

 畠 
はたけ

 山  重  忠 が駒を 繋 いで休
やま しげ ただ つな

んだ石とされています。里人は、重忠尊敬の意から「御前石」と呼び、しだいに
地名化され、現代に言い伝えられています。
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　禅昌寺は、臨済宗建長
寺派の寺で、創立は大永
７年（１５２７年）とされて
います。現在の本堂及び
 庫  裡 は、昭和４５年に再建
く り

されたもので、外に 鐘 
しょう

 楼 
ろう

があります。また、本尊
の聖観音菩薩は「枕返し
観音」と言われていま
す。その由来は、かつて
寺を公会堂として使って
いた時代に、檀家の若者
が泊り、本尊に足を向け
て寝たところ、何時の間
にか頭の方が本尊に向い
ていたという伝説があり
ます。

② 貴  志  嶋  神 社   （網代８３番地）
き し じま じん じゃ

　貴志嶋神社の創立は不詳ですが、社伝によ
れば、社号を弁財天と称し、現在でも俗に
「網代の弁天様」と呼ばれています。また、
天正１８年（１５９０年）天下統一を進める豊臣秀
吉の軍勢が、城主・北条氏照の八王子城攻略
の際、寄手の上杉景勝・前田利家軍がこの弁
財天の鐘を 陣  鐘 として使用したという伝承が

じん がね

あります。神社の南約５０メートルに 岩  窟 があ
がん くつ

り、そのなかに弁財天・羅紗門天等が祀って
あります。また、「貴志嶋神社石造大黒天
像」は、市の有形文化財に指定されています。
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◆
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◆
議
会
だ
よ
り
に
ご
意
見
、
ご

感
想
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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り
ま
す
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問１　あきる野市議会では、本会議の模様をインタ－
　　　ネット（録画）でご覧頂けるよう準備を進めてい
　　　ますが、配信開始はいつからの予定でしょうか。
　　　　①　１９年第４回（１２月）定例会
　　　　②　２０年第１回（３月）定例会
　　　　③　２０年第２回（６月）定例会
問２　今回の議会だより「あきる野ウオッチング」で
　　　取り上げました石の名前は、何だったでしょう
　　　か。
　　　　①　御前石
　　　　②　庭石
　　　　③　碁石

〔応募方法〕
　◇ハガキに答え、住所、氏名、年齢と議会だより　
　に対するご意見・ご感想などを書き添えてくださ　
　い。正解者の中から抽選で１０名の方に記念品を　
　プレゼントします。
　◇あて先　〒１９７－０８１４　あきる野市二宮３５０番地
　　　　　　あきる野市議会事務局
　◇締切り　１１月１５日（当日消印有効）

　前号の正解は、「①４日」「①あきる野市中央図書
館」でした。
　応募総数は２９名で、正解者の中から抽選で１０名の方
に記念品をお贈りしました。
　なお、当選者の発表は、記念品の発送をもってかえ
させていただきます。たくさんのご応募、ありがとう
ございました。

　答えの中から正しいものを選び、ハガキ
に書いてお送りください。

秋の風物詩～ソバ（蕎麦）～

　１０月頃には、市内の所々の田畑でも白いソバの花を見か
けます。
　ソバは、蓼（タデ）科の一年草で、原産地は中国北部か
らシベリアという説や中国南部という説があります。日本
での歴史は古く、縄文時代の遺跡からソバの花粉が発見さ
れており、非常に古くから食用としてソバが栽培されてい
たのではないかといった説があります。ソバは、荒地でも
良く育つことから救荒作物として栽培され、しだいに休耕
田などを利用し栽培が普及していきました。現在のソバ
は、その長い歴史を経て、日本の文化として形づくられて
きたと言えます。
　また、ソバには、ビタミンの一種のルチンを豊富に含
み、毛細血管の強化、すい臓の活性化などに効果があるそ
うです。
　一年は早いもので、来月は師走です。寒さも一層増して
きます。皆様にはどうかご自愛ください。


